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（百万円未満切捨て） 

１．平成21年２月期第３四半期の連結業績（平成20年３月１日～平成20年11月30日） 

（1）連結経営成績                                （％表示は対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期(当期)純利益

 

21年２月期 第３四半期 

20年２月期 第３四半期 

百万円   %

16,610（ △12.2） 

18,927（ △ 1.2） 

百万円   % 

156（ 13.6） 

137（ 90.7） 

百万円   % 

95（ 44.2） 

66（ 645.8） 

百万円   %

69（  ―） 

△480（  ―） 

20年２月期  25,847      250      149      △367      

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり四半期 

(当期)純利益 

 

21年２月期 第３四半期 

20年２月期 第３四半期 

円   銭 

86   56 

△596   48 

円   銭 

―   ― 

―   ― 

20年２月期   △456   49 ―   ― 

 

 

（2）連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 

21年２月期 第３四半期 

20年２月期 第３四半期 

百万円 

15,792 

17,714 

百万円 

381 

213 

% 

2.4  

1.2  

円   銭

474   74 

265   49 

20年２月期  16,224 324 2.0  403   06 

 

 

２．配当の状況 

 １株当たり配当金 

（基準日） 中 間 期 末 期 末 年 間 

 円  銭 円  銭 円  銭 
20年２月期 ―  ― 0  00  0  00  

21年２月期 ―  ―  

21年２月期（予想）  0  00  
0  00  

 

 

３．平成21年２月期の連結業績予想（平成20年３月１日～平成21年２月28日）   【参考】 

（％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 % 百万円 % 百万円 % 百万円 % 円  銭

通   期 22,760 △11.9 235 △6.0 157 5.4 110 － 136  85 
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４．その他 

（1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）   ：無 

（2）会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無                ：有 

（3）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無              ：有 

 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

 

 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は、様々な要因により異なる可能性があります。 
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 
当連結第３四半期（平成 20 年３月 1日～平成 20 年 11 月 30 日）における国内経済は、世界的な金融不安や急激な

円高の進行等より、企業業績の悪化が顕著になってまいりました。百貨店業界におきましても、逆資産効果による高

額品の売上不振や雇用情勢悪化からの生活防衛意識の高まり等、個人消費が急速に冷え込み、売上高の前年割れが続

く厳しい状況となりました。 

この間当社グループにおきましては、前年度末に本業である百貨店業に経営資源を集中させるため連結子会社３社

を異動(譲渡)し、本年度からは当社と連結子会社２社の体制で「日本一生き生きとした百貨店」をビジョンとして掲

げた新中期経営計画をスタートさせ、昨年 11 月に地階食料品売場に人気の洋菓子店「ケーニヒスクローネ」の新規

導入を行うなどにより販売力と商品力のさらなる強化に努めました結果、当連結第 3 四半期の売上高は 16,610 百万

円(前年同期比 12.2％減，会社数調整後実質前年同期比 4.5％減)となりました。これに対し、人件費、広告宣伝費な

ど経費の削減や減価償却費の減少により営業利益は 156 百万円(前年同期比 13.6％増)、経常利益は 95 百万円（前年

同期比 44.2％増）、四半期純利益は 69 百万円（前年同期 480 百万円の損失）となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 
当連結第３四半期末の資産は、主に季節変動による受取手形及び売掛金の増加に対して、現金及び預金の減少によ

り、前連結会計年度末と比べて 432 百万円減少し 15,792 百万円となりました。 

負債も、主に季節変動による支払手形及び買掛金の増加に対し、長短借入金合計の減少により、前連結会計年度末

と比べて 489 百万円減少し 15,410 百万円となりました。純資産は、利益剰余金の増加により、前連結会計年度末と

比べて 57 百万円増加し 381 百万円となりました。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

第３四半期及び 12 月の業績がほぼ予想どおりに推移しておりますので、平成 20 年 10 月 14 日付け「平成 21 年２

月期 中間決算短信」において修正し公表いたしました平成 21 年２月期の連結業績予想から変更はありません。 

 

４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 会計処理の方法における簡便な方法の採用 

たな卸資産について、実地たな卸を省略しております。 

その他影響額が僅少なものについては、一部簡便的な方法を採用しております。 

 

(3) 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更 

①「たな卸資産の評価基準及び評価方法」の適用 

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成 18 年７月５日）が平成 20 年３月 31 日以前に

開始する連結会計年度に係る財務諸表から適用できることになったことに伴い、同会計基準を適用しております。 

また、これに伴い、商品については売価還元法による原価法から売価還元法による原価法（貸借対照表価額は収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）に、貯蔵品については移動平均法による原価法から移動平均法

による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）にそれぞれ変更しておりま

す。 

なお、従来の方法によった場合と比較して、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は 22,698 千円減

少しております。 

②「リース取引に関する会計基準」の適用 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によってお

りましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第 13 号（平成５年６月 17 日（企業会計審議会第一

部会）、平成 19 年３月 30 日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

16 号（平成６年１月 18 日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成 19 年３月 30 日改正））が平成 19 年４

月１日以後開始する連結会計年度から適用できることになったことに伴い、同会計基準及び同適用指針を早期適用

し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリー

ス資産については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

なお、これによる損益への影響はありません。 

ただし、適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理を引き続き採用しております。 
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５．（要約）四半期連結財務諸表 

(１)（要約）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円、％）  

前年同四半期末 
（平成20年２月期 
 第３四半期末） 

当四半期末 
（平成21年２月期 
 第３四半期末） 

増 減 
（参 考）前期末 

（平成20年２月期末）科 目 

金 額 金 額 金 額 増減率 金 額 

（資産の部）  

Ⅰ 流動資産  

１．現金及び預金 1,838,769 1,256,931 △581,838 △31.6 2,405,565

２．受取手形及び売掛金 1,387,476 1,363,846 △23,630 △1.7 779,517

３．たな卸資産 1,569,897 1,480,586 △89,311 △5.7 1,348,800

４．繰延税金資産 23,150 17,213 △5,937 △25.6 21,423

５．その他 212,731 253,711 40,876 19.3 178,043

貸倒引当金 △2,619 △1,410 1,209 46.2 △1,222

流動資産合計 5,029,407 4,370,879 △658,528 △13.1 4,732,128

Ⅱ 固定資産  

１．有形固定資産  

(1）建物及び構築物 4,924,028 4,597,768 △326,260 △6.6 4,535,882

(2）機械装置及び運搬具 116,913 － △116,913 － －

(3）土地 5,602,479 4,959,533 △642,945 △11.5 4,961,333

(4) 建設仮勘定 － － － － 12,546

(5）その他 364,553 306,538 △58,015 △15.9 346,593

有形固定資産合計 11,007,975 9,863,840 △1,144,134 △10.4 9,856,355

２．無形固定資産 281,744 230,665 △51,078 △18.1 267,351

３．投資その他の資産  

(1）投資有価証券 794,092 776,895 △17,197 △2.2 792,150

(2）長期貸付金 6,118 3,268 △2,850 △46.6 5,914

(3）差入保証金等 519,665 504,520 △15,145 △2.9 520,408

(4）繰延税金資産 18,879 8,117 △10,762 △57.0 8,742

(5）その他 83,499 60,162 △23,336 △27.9 67,817

貸倒引当金 △27,037 △26,234 803 3.0 △26,438

投資その他の資産合計 1,395,218 1,326,729 △68,488 △4.9 1,368,595

固定資産合計 12,684,938 11,421,236 △1,263,702 △10.0 11,492,303

資産合計 17,714,346 15,792,115 △1,922,230 △10.9 16,224,432
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（単位：千円、％）  

前年同四半期末 
（平成20年２月期 
 第３四半期末） 

当四半期末 
（平成21年２月期 
 第３四半期末） 

増 減 
（参 考）前期末 

（平成20年２月期末）科 目 

金 額 金 額 金 額 増減率 金 額 

（負債の部）  

Ⅰ 流動負債  

１．支払手形及び買掛金 2,926,669 2,636,735 △289,933 △9.9 2,166,506

２．短期借入金 1,600,000 1,190,000 △410,000 △25.6 610,000

３．一年以内返済予定長期借入金 1,932,909 1,487,669 △445,239 △23.0 1,865,409

４．未払金 275,953 302,440 26,486 9.6 295,238

５．未払法人税等 15,778 11,532 △4,245 △26.9 10,806

６．未払消費税等 54,037 28,989 △25,048 △46.4 79,671

７．前受金 2,262,514 2,121,714 △140,799 △6.2 2,126,868

８．賞与引当金 49,234 42,281 △6,953 △14.1 18,534

９．商品券 1,983,504 1,961,421 △22,083 △1.1 1,936,544

10 雑収計上商品券回収損引当金 324,300 271,900 △52,400 △16.2 335,500

11．その他 207,341 287,222 79,881 38.5 166,534

流動負債合計 11,632,243 10,341,906 △1,290,336 △11.1 9,611,614

Ⅱ 固定負債  

１．長期借入金 4,928,209 4,305,598 △622,610 △12.6 5,485,709

２．繰延税金負債 15,754 6,243 △9,510 △60.4 14,169

３．退職給付引当金 567,226 548,374 △18,852 △3.3 537,323

４．その他 357,391 208,389 △149,002 △41.7 251,499

固定負債合計 5,868,581 5,068,605 △799,976 △13.6 6,288,700

負債合計 17,500,825 15,410,512 △2,090,312 △11.9 15,900,315

（純資産の部）  

Ⅰ 株主資本  

１．資本金 405,000 405,000 － － 405,000

２．資本剰余金 7,554 7,554 － － 7,554

３．利益剰余金 △209,989 △27,637 182,352 86.8 △97,226

４．自己株式 △13,017 △13,923 △906 △7.0 △13,246

株主資本合計 189,547 370,993 181,446 95.7 302,081

Ⅱ 評価・換算差額等  

１．その他有価証券評価差額金 23,973 10,609 △13,364 △55.7 22,034

評価･換算差額等合計 23,973 10,609 △13,364 △55.7 22,034

純資産合計 213,520 381,603 168,082 78.7 324,116

負債､純資産合計 17,714,346 15,792,115 △1,922,230 △10.9 16,224,432
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(２)（要約）四半期連結損益計算書 

（単位：千円、％） 

前年同四半期 
（平成20年２月期 
第３四半期） 

当四半期 
（平成21年２月期 
第３四半期） 

増 減 
（参 考）前期 

（平成20年２月期）科 目 

金 額 金 額 金 額 増減率 金 額 

Ⅰ 売上高 18,927,839 16,610,850 △2,316,988 △12.2 25,847,479

Ⅱ 売上原価 14,525,448 12,785,482 △1,739,966 △12.0 19,882,398

売上総利益 4,402,391 3,825,368 △577,022 △13.1 5,965,080

Ⅲ 販売費及び一般管理費 4,264,870 3,669,200 △595,669 △14.0 5,714,150

営業利益 137,521 156,168 18,647 13.6 250,929

Ⅳ 営業外収益 236,937 135,695 △101,242 △42.7 314,496

Ⅴ 営業外費用 308,411 196,644 △111,766 △36.2 416,111

経常利益 66,046 95,218 29,171 44.2 149,314

Ⅵ 特別利益 14,615 － △14,615 － 40,519

Ⅶ 特別損失 561,366 11,890 △549,475 △97.9 564,410

税金等調整前四半期純
利益又は税金等調整前
四半期（当期）純損失
（△） 

△480,704 83,327 564,032 － △374,575

税金費用 △578 13,738 14,317 － △7,213

四半期純利益又は四半
期（当期）純損失
（△） 

△480,125 69,588 549,714 － △367,362

 


